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資料 紹介

「源政行」銘板碑(雄 島海底採集の板碑)元 亨元(1321)年

日本三景として知られている松島の雄島では、海底に落ちた多数の板碑(中 世供養塔の一種)が 発見されている。

本学歴史学科日本中世史ゼミナールでは、松島町瑞巌寺と共同でその収集 ・調査を実施している。この調査では、

中世の雄島には従来から知られていた数よりも多い数の板碑が造立されていたことが明らかとなった。

その中で特徴的な性格を持つ板碑がこの一基の板碑である。この板碑は元亨元(1321)年 に造立されたもので、

他に元亨三年銘板碑があり同様に 「源政行」という人物名が刻まれている。

この二つの板碑は元亨元年そして元亨三年という期間に「源政行」が回忌供養を行っていた可能性を示すもので、

雄島における板碑造立を考える上で重要な史料といえる。「源政行」については詳細不明であり、研究の深化が必要

不可欠である。

ごあいさつ

施設概要

展示活動

広報活動

教育活動

東
北
学
院
大
学

博
物
館
年
報
2
0
1
0

普及活動

調査 ・研究活動

博物館運営委員会の開催

博物館の開館

東日本大震災による影響

博物館規程

新収蔵資料 目録



ごあい さつ 東北学院大学博物館長 辻 秀人

日頃、東北学院大学博物館の運営につ きまして並々

ならぬご支援 ・ご協力をいただ き感謝申し上げます。

当館 は平成21(2009)年ll月 に開館 して以来、 一年

有余が経過いたしました。組織は平成22年 に館長、学

芸員2名 、事務職員と学芸研究員10名 の体制に整いま

した。今の ところは本学文学部歴史学科の資料を中心

に展示公開 しています。また、博物館学芸員課程の博

物館実務実習 も始めました。

平成23年3月11日 の東 日本大震災では皆様に多大の

ご心配をおかけましたが、当館の職員、資料とも無事

で した。展示具のずれや外構施設の沈下・歪みぐらい

で済みました。その後、被災地の資料を救い出すため

に設けられた国の 「被災文化財等救援委員会」の文化

財レスキューに教員、学生等が参加 して、当館 も 「被

災文化財等救援委員会」の一時保管施設 とな りました。

今後、資料をクリーニングして整理 し、現地に収蔵庫

が再建される時まで、資料の劣化を防ぎ、保管するこ

とになります。

当館はまだ開館 したばか りの博物館ですが、 これか

ら一歩ずつ着実に成長 していきたいと考えています。

是非、今後とも当館へのご指導ご協力をよろしくお願

いい撫します。
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施設概要

当館は、本学土樋キャンパスに隣接 し、仙台市中心

部の愛宕上杉通 りに面して建つ大学博物館である。本

学の教育、研究成果にかかわる学術的価値 を有する資

料を収集整理、保管、公開、普及 し、本学の活動を社

会に伝えることを目的としている。また、大学におけ

る博物館学芸員資格課程の実習施設 としての役割を担

い、実物資料を用いた学習機会を提供する。

博物館は鉄骨平屋建で建物面積は約300㎡ である。

展示室(180㎡)の ほか、収蔵庫、実習室、事務室、多

目的 トイレ等 を有 し、24時 間の空調、機械警備等 に

よって貴重な資料等の管理環境を整備 している。

組織 は、館長のもと学芸員、事務職員、学芸研究員

である。運営に関する事項 を審議する機関 として、東

北学院大学博物館運営委員会を置いている。

郵便番号:980-8511

住 所:宮 城 県仙 台 市 青葉 区土 樋 一丁 目3-1

電 話 番号:022-264-6920FAX:022-264-6917

休 館 日:日 曜 日、 祝 日 ・休 日、 大 学 の 定 め る休 業 日

開 館 時 問:午 前9時30分 ～ 午 後5時

(入 館 は 午後4時30分 まで)

入 館 料:一 般200円(減 免措 置 あ り)

※学校法人東北学院の役員 ・教職員 ・学生 ・生徒 ・園児 ・旧役

員 ・旧教職員は無料。大学同窓生は、ホームカミング ・デー

等の館長の定める行事日は無料。未就学児、小学校、中学校、

高等学校、中等教育学校もしくは高等専門学校の児童、生徒

又は学生、65歳 以上の方、障害者基本法に定める障害者と介

護者1名 は無料。
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民俗分野の展示 中世の板碑の展示



展示活動

今年度 の開館 日数 は、平成22年4月1日 か ら平成23

年3月11日 まで の267日 で あ った。 その 後、東 日本 大

震 災の影響 に よ り休館 した。

展示内容

*常 設展示

「東北学院大学における歴史研究の軌跡」

会期 平成22年4月1日 ～平成23年3月31口

*常 設展示の展示替え ・特別陳列

「考占学ゼミナール発掘成果の速報展」(考占学ゼミナール)

「平安人のまじないと墨書人面土器(解 説パネル)」

(古代史専攻の学芸研究員)

「松島雄島板碑群の調査速報展」(中 世史ゼミナール)

「境澤家文書の魅力」(近世 史ゼミナール)

「押川家資料調査の速報展」(近 現代史ゼミナール)

「木製神像と山ノ神像一コレクションの魅力紹介一」

(民俗学ゼミナール)

「地域史研究の現地見学紹介パネル展」

*展 示替え

・中世史の松島雄島の板碑 コーナーを、最新の研究

成果をふまえて展示替えを行った。展示は七海雅

人准教授の監修のもと乃村工藝社が造作 した。

・民俗 コーナーで、仙台の工芸技術の調査成果とし

て、『仙台の曲輪』を開催 した。仙台市歴史民俗資

料館 より展示資料ll点 を借用した。

*資 料 写真の転 載展示

・「慕帰絵」(浄 上真宗 本願寺派所 蔵)

・「頼賢碑拓本」(瑞 巌寺 所蔵)

・「板碑 」(東 京国立博物館 所蔵)

Image:TNMImage

ArchivesSource:http://TnmArchives .jp/

*シ ンボル展示

「墨書人面土器」(多 賀城市市川橋遺跡出土)

●発見とその後

昭和36年 頃、多賀城市市川橋付近で砂押川の大規模

な改修工事が行われた。場所が古代陸奥国の中心地

だったため、川底を掘 るとたくさんの土器や瓦が出土

した。墨書人面土器はその中にあったようだ。

昭和37年 に東北学院大学職員渡辺幸七氏が工事現場

の作業員から譲 り受け、工学部の設立を記念するもの

として応接室に展示されていた。

その後文学部史学科加藤孝助教授(当 時)が 十樋キャ

ンパスに持ち帰 り研究資料 としていたが、定年退官時

に多賀城市埋蔵文化財調査センターに寄託された。多

賀城市埋蔵文化財調査セ ンターでは最近まで展示 され

ていたが、平成21年4月 に大学博物館設立に伴い当博

物館の所蔵資料 となった。
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旧石器人の石器作りを解明
か こ さわ

「賀篭沢遺跡」

今か ら約2万 年前、宮城県の賀篭沢遺跡では遺跡近

くで採れる石材である玉髄を用いて、集中的な石器作

りが行われていた。4年 間にわたる発掘調査の成果で

は、旧石器人の石器作 りの技術や石材調達の方法が解

明された。

日本最北の前期古墳

「大塚森古墳」

四世紀代の倭国における古墳文化の北限に位置する

宮城県の占墳。出十 した土器や副葬品は、大和王権北

縁地域の様相 を知る上で貴重な資料である。なかでも
ゆき

漆塗 りの鞭は確認例 も少ない。

縄文土器の基準資料

「西の浜貝塚」

東北地方南部の前期古墳
かん じょううち

「歓請内古墳」

縄文中期末葉から後期中葉の十器型式が明 らか と

なったことで知 られる松島町の貝塚。一時期は縄文1:

器研究の基準資料ともされた資料群である,,ヒ 器とと

もに、考古学の調査研究で用いる実測図(出 ヒ遺物を

資料化するために作成する図)も 展示する。

福島県の占墳時代前期では、周辺埋葬(石 室などの

k体 部以外に埋葬する方法)が み られる唯一の占墳。

埋葬に使われた壷棺を展示し、周辺埋葬の儀礼やそこ

か らわかる他地域 とのつなが りについて も紹介する、,
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中世人の信仰
いた び

「松島町雄島海底採集の板碑」

本学学祖:
まさ よし

押川方義とその時代 「押川家資料」

中世の石造供養塔である板碑の造立は、関東の武士

団を中心に広 まった仏教文化のひとつ。 日本三景とし

て知られる松島の雄島では、海底に落ちた板碑が1000

基以上存在 し、本学では松 島町瑞巌寺 と共同で収集 ・

調査を実施している。

東北学院の創設者である押川方義とその家族 に宛て

られた封書や書簡、はが きを中心とする資料群。展示

では、明治 ・大正 ・昭和 と移 り変わる時代のなかで、

教育、政治、文学、スポーツなど、幅広い分野に影響

を残 した押川家の人々の諸活動を紹介。

一関藩家老の文書群
さかいざわ

「境澤文書」

庶民の願い

「東北の庶民信仰資料 ・生活用具」

近世、仙台藩の支藩であった一関.(田 村家に仕え、

代々家老などの要職を歴任 した境澤家伝来の文書群。

帳簿 ・手控のほか、日常生活や冠婚葬祭に関する家政

史料、学問、武芸など、近世上級武士の公私の生活を

知ることができる貴重な資料である。

本学民俗学ゼ ミナールが収集 ・保管 してきた民俗資

料を紹介。特に、慶長年間の銘が入った 「お しらさま」

や、「七夕馬」、こけ しなど、東北地方の特色ある庶民

信仰資料を展示する。
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広報活動

マスメディア等への資料提供 ホームページの充実

・カーナビ向けに施設情報を提供 した。

・『仙台ノー ト』 に施設情報を提供 した。

本学公式ホームページ内に、博物館のホームページ

を設置 し、各種事業 ・行事等を広報 した。

クリスマスのイルミネーション

愛宕 上杉通 に面 して立つ モ ミノキに、 ク リスマスの

イル ミネーシ ョンを施 し、博 物館 の存 在 をア ピール し

た。

教育活動

*博 物館実務実習の実施

東北学院大学博物館で実務実習を下記のとおり行った。
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実務実習のまとめ

展示解説の下調べ

*大 学院生 ・学部生 ・留学生の展示解説

*学 芸研究員の指導
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普及活動

印刷物の作成 資料の貸出等

・平成21年 度年報 の作成

・英文 リー フ レッ トの作成

普及活動

・墨書人面土器写真 多賀城市ホームページに掲載

・墨書人而土器 レプリカ

仙台宙富沢遺跡保存館に展示許可

・オシラサマと写真 仙台市歴史民俗資料館 に貸出

・オープ ンキ ャ ンパス ・歴 史学 科公 開講座 等で の展 示

解説 を行った。

・クリスマ ス ・コ ンサー トは雨天の ため中止 した。

オープンキャンパス ホームカミングデー 大学祭
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調査 ・研究活動

コレクシ ョンの整理 博物館学資料の調査研究

当館所蔵のコレクション(考 古 ・民俗資料)台 帳 ・

目録作成、写真撮影等の記録を作成した。

重要有形民俗文化財の 「山袴コレクション」(宮本記

念財団所蔵)の 戦前の調査資料のデー タベース化を、

博物館実習履修学生の有志で行った。

民俗学勉強会の実施
その他

仙台在住の民俗研究者も参加、平成22年5月 ～7月

にかけて全9回 の勉強会を実施 した。 平成23年1月22日 、平成22年 度で非常勤講師を終え

た早坂春一 ・懸田弘訓両先生による博物館学特別講演

会を開催 し、学生・OB/OG、 およそ200名 が参加 し

た。

早坂先生 懸田先生

東北学院大学博物館運営委員会の開催

今年度の東北学院大学博物館運営委員会は、平成22

年5月6日(第1回)、11月18日(第2回)に 十樋キャ

ンパスにて開催された。第1回 日の委員会では、平成

21年 度事業報告 ・決算報告、22年 度事業案 ・予算、学

芸研究員の雇用など。第2回 口の委員会では、前期事

業報告、後期事業 予定、23年 度 ア算案な どが議題 と

なった。

東北学院大学博物館運営委員会委員名簿
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博物館の開館

開館 日数は267日

平 成23年3月12日 ～5月8日 まで震災 の影響 に よ り休館(44日 間)し た。

入館者数

〈無料開放日入館者数〉 1学 部 オー プ ンキ ャ ンパ ス6月26日(土)

2ホ ー ム カ ミングデー

3大 学祭

4公 開 クリスマス

10月16日(土)

67名

40名

10月22日(金)～24日(日)87名

12月17日(金) 5名

授業等での博物館利用人数
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博物館見学校

団体入館
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東 日本大震災による影響

*東 日本大震災による被災状況

○館員 ・学芸研究員 教員1人 と学生2人 が展示室内で板碑実測中で、職員2人 と共に館外に避難 して無事。

○展示室

・資 料 免震台により墨書人面土器は無事。テグスで固定 していた土器は倒れなかった。 しか し、20cmの 小

型木製人形1体 は張 りが弱かったためか、倒れたが無傷。

・パネル 天井から吊るし、床に接するように置いた重 し付の大パネル(各 コーナーごとのもの)が ずれた程度。

ワイヤーが天井か ら張っていたため、転倒 しなかったと思われる。

○収蔵庫 棚 を壁に固定す る金具が外れた り、緩んだ箇所があった。デバイザー設置のため、資料等の落下は防止

できた。

○実習室 パソコンの本体 タワーが倒れて、キーボー ドの足1本 壊れた。

○事務室 パソコンのデ ィスプレイが倒れて、机か ら落ちるが異常なし。

○建 物 展示室天井の空調機蓋パネル1枚 が開 く。南側基礎土台の塗装が剥がれた。

○外 構 南通用口の西側砂利敷部分の沈下 ・ひび割れがあった。

○駐車場 南側部分の沈下 ・ひび割れがあった。 隣接マンションの外壁 タイルが落下 した。

○歩 道 各所の沈下 ・ひび割れがあった。
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*東 日本大震災(東 北地方太平洋沖地震)後 の経過

平成23(2011)年

3月11日(金)14時46分 ごろ、三陸沖を震源に、国内観測史上最大のM9.0の 地震が発生。大津波や火災が起き、多

大な被害が出る。宮城県仙台市青葉区で、震度6弱(後 に6強)を 観測 した。

教員1人 と学生2人 が展示室内で板碑を実測中で、職員2人 と共に館外に避難 して、無事。

15時08分 ごろ、三陸沖を震源にM7.4の 地震が発生。

15時15分 ごろ、茨城県沖を震源にM7.7の 地震が発生。仙台市青葉区で、震度3を 観測 した。

その後、東北大学テニスコー トに避難 していた教職員 ・学生に合流。

15時25分 ごろ、三陸沖を震源にM7.5の 地震が発生。

15時40分 ごろ、安否を確認 し順次帰宅 し、一部の帰宅困難な学生、教職員は体育館に移動 した。

23日 まで 博物館の建物安全確認が済まず、立ち入 り禁止で、職員は学生課で学生の安否確認をした。校内の

3棟 は立ち入 り禁止。

24日 から 博物館で勤務を開始する。資料 ・施設の被害点検、報告、手配等する。パソコンLAN不 通。当分の

問、閉館 を決定 した。

3月25日(金)パ ソコンLAN開 通。施設課による被害 ド見があった。

3月28日(月)大 学HPに 「博物館休館のお知 らせ」を掲載 した。

3月30日(水)施 設課による被害 ド見があった。

以後、5月8日 まで休館 した。
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博物館規程

○東北学院大学博物館規程
平成21年4月1日 制定

(趣旨)

第1条 この規程は、東北学院大学学則第66条 の規定に基づ き、東北学院大学博物館(以 下、「博物館」という。)

の基本的事項について定める。

(目的)

第2条 博物館は、東北学院大学(以 下、「本学」という。)の 教育、研究成果に関わる学術的価値 を有する資料を

収集整理、保管、公開、普及 し、東北学院大学の活動 を社会に伝 えることを目的とする。

(事業)

第3条 博物館は、前条の 目的を達成するために次に掲げる事業を行 う。

(1)本 学の教育 ・研究に関する博物館資料(以 下 「資料」 という。)の 収集整理、及び保管

(2)前 号の資料に関する調査研究

(3)本 学学生、教職員等の東北学院関係者及び一般市民等 を対象 とする、資料に関する必要な解説、助言、及

び資料等の提供等

(4)講 演会、講習会、研究会等の主催及びその開催の援助

(5)案 内書、解説書、目録、年報、調査報告書等の作成及び頒布

(6)他 の博物館等 との刊行物及び情報の交換並びに博物館資料の相互貸借の実施

(7)本 学学生に対する博物館実習の実施

(8)そ の他別に定める手続 きを経て必要 と認め られる事業

2前 項7号 に関する業務は、学務部長との協議に基づ き、学務部教務課資格係 との協力のもとに行うものとする。

(博物館運営委員会)

第4条 博物館の運営に関する事項を取 り扱 うため、東北学院大学博物館運営委員会(以F、 「運営委員会」という。)

を置 く。

2運 営委員会に関する事項は、東北学院大学博物館運営委員会規程に定める。

(職員)

第5条 博物館に以下の各号の職員を置 く。

(1)

(2)

(3)

(4)

館長

学芸員

事務職

学芸研究員

(館長)

第6条 館長は、博物館の業務を統括 し、博物館 を代表する。

2館 長は、本学の専任教授のなかか ら学長が任命する。

3館 長の任期は2年 とし、再任を妨げない。

(学芸員)

第7条 学芸員は、専門的職員として、資料の収集、整理、保管、閲覧、展示及び調査研究、その他これに関する

事項についての専門的業務を行 う。

2第1項 の学芸員には、専門的職員のほかに、学芸員資格を有する本学専任教員を加えることができる。

3第2項 の規定による学芸員は、館長の意見を聴取 したうえで学長がこれを委嘱するものとする。

4第2項 の規定による学芸員の任期は2年 とする。ただし、再任を妨げない。

(事務職員)

第8条 事務職員は、館長の指示に従って博物館運営 に係る事項及び庶務的事項を行う。



(学芸研究員)

第9条 学芸研究員は非常勤職員とし、原則として東北学院大学研究ス タッフに関する規程の適用が可能な者を雇

用するものとする。

2前 項の規定にかかわらず、運営委員会が本学における博物館学芸員養成に資すると判断する場合には、学芸研

究員として本学大学院博士課程前期課程の在籍者及び修了者を雇用することができる。

3学 芸研究員の採用にあたっては、運営委員会の承認を得て館長が必要な手続きを行 う。

4学 芸研究員の職務内容は、運営委員会の承認を得て館長が別に定める。

(博物館の管理運営)

第10条 博物館の利用及び管理運営については、東北学院大学博物館管理運営規程に定める。

(事務取扱)

第11条 博物館の運営 に関する事務は、博物館事務室が取 り扱 う。

(規程の改廃)

第12条 この規程の改廃 は、運営委員会の議 を経て全学教授会が行い、理事会の承認を得るものとする。

附 則

この規程は、平成21(2009)年4月1日 か ら施行する。

○東北学院大学博物館管理運営規程
平成21年4月1日 制定

(趣旨)

第1条 この規程は、東北学院大学博物館規程第10条 に基づき、東北学院大学博物館(以 下、「博物館」とい う。)

の利用及び管理運営について定める。

(休館 日)

第2条 博物館の休館 日は、日曜、祝日、年末年始及び大学休業 日とする。

2前 項の規定にかかわらず、館長が博物館の運営上必要 と認めたときは、臨時に休館又は開館することがで きる。

ただし、この場合は、館長は、その都度あらか じめ日時を公示 しなければならない。

3前 項に基づいて臨時休館又は臨時開館 した場合、館長は事後に東北学院大学博物館運営委員会(以 下、「運営委

員会」 という。)に 報告 し∫承を得なければならない。

(開館時間)

第3条 博物館の開館時間は、午前9時30分 から午後5時 までとする。ただ し、入館 は午後4時30分 まで とする。

2前 項の規定にかかわらず、博物館の運営上必要と認めた場合、館長は臨時に開館時間及び閉館時間を変更する

ことができる。ただし、館長は変更の事実及び理由を運営委員会に報告 しなければならない。

(入館料)

第4条 入館料については別に定める。

(入館の制限)

第5条 館長は、次の各号のいずれかに該当する人物に対 して、入館を禁じ、又は退館 を命 じることがで きる。

(1)他 人に迷惑をかけ、展示品、保管物又は施設設備を損傷するおそれがあることが明 らかであると認められ

るとき

(2)公 の秩序 を乱 し、又は善良な風俗を害するおそれがあることが明らかであると認め られるとき

(3)そ の他管理上著 しく支障があることが明らかであると認め られるとき

(資料の閲覧等)

第6条 館長が必要と認めたときは、利用者の依頼により、その調査研究の用に供するために、博物館の所蔵する

資料(以 ド、「資料」 という。)の 閲覧又は複写を許可することができる。

2資 料の閲覧又は複写をしようとする者は、所定の書式によって、あらかじめ資料の閲覧又は複写の申請をしな

ければならない。
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(資料閲覧の制限)

第7条 次の各号の一に該当する資料は、閲覧又は複写を制限することがある。

(1)保 存に影響 を及ぼすおそれがあると認められるもの

(2)現 に展示中のもの

(3)そ の他館長が閲覧又は複写が不適当と認めた もの

2前 項の規定に基づいて閲覧又は複写 を制限した資料がある場合、館長は運営委員会に報告す るものとする。

(資料の館外貸出)

第8条 博物館は、次の各号のいずれかに該当する場合、資料の館外貸出しを行うことがで きる。

(1)博 物館その他これに相当する施設が行 う展示の用に供するとき

(2)学 校が授業の用に供する場合で、館長が適当 と認めた とき

(3)そ の他館長が適当と認めたとき

2資 料の館外貸出 しを希望する者は、館長の許可を受けなければな らない。

3資 料の館外貸出 しの許可を受けようとする者は、資料借用書を館長に提出しなければならない。

4資 料の館外貸出 しの許可を受けた者は、館長の指示するところにより、資料の管理にあた らなければならない。

5資 料の館外貸出 しの許可を受けた者は、当該資料を他 に転貸 してはならない。

6資 料の貸出期間は、館長がその都度定める。

7資 料の館外貸出しを行った場合、館長は、可能な限 り速やかに運営委員会に報告 しなければならない。

(損害の賠償)

第9条 故意又は過失により、施設設備、展示資料又は貸出資料 を損傷 し、又は滅失した者は、館長の指示を受け

てこれを原形に復さなければならない。

2損 傷又は滅失 した施設設備、展示資料、又は貸出資料を原形に復す ことが不可能な場合には、現物をもって、

又は同等物を購入するのに必要な相当の代価をもって損害を賠償 しなければならない。

3前2項 の規定にかかわ らず、特 にやむを得ない事情があると運営委員会が認め、関係部局の了承 を得た場合に

は、この限 りではない。

(資料の寄贈及び寄託)

第10条 博物館は、運営委員会の承認を得て、資料の寄贈及び寄託を受けることができる。

2寄 贈を受けた資料は、寄贈者の氏名及び寄贈年月日を表記 し、永 くその篤志を伝 える。

3博 物館への寄贈及び寄託に関する必要事項については、別に定める。

(改廃)

第11条 この規程の改廃は、運営委員会の議を経て全学教授会が行い、理事会の承認を得るもの とする。

附 則

この規程は、2009(平 成21)年4月1日 から施行する。
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○東北学院大学博物館運営委員会規程
平成21年4月1日 制定

(設置)

第1条 東北学院大学博物館規程第4条 の規定に基づき、博物館の運営 に関する事項を審議する機関として、東北

学院大学博物館運営委員会(以 下 「委員会」という。)を 置 く。

(構成)

第2条 委員会は、次の委員から構成される。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

博物館長

文学部長

学務部長

図書館長

総務部長



(6)歴 史学科長

(7)経 済学部、経営学部、又は法学部から1名 選出される委員

(8)教 養学部、工学部からそれぞれ1名 ずつ選出される委員

2委 員長は、博物館長をもってあてる。

3第1項1号 から6号 までの委員の任期は、各委員の役職在任期間とする。

4第1項7号 及び8号 による委員の任期は2年 とする。

5委 員会には、博物館専門的職員(学 芸員)及 び事務職員が陪席する。

(委員会の業務)

第3条 委員会は次の各号に掲げる事項を審議する。

(1)博 物館の運営に関わる規程 ・規則等

(2)博 物館の予算および決算

(3)博 物館が行う事業の計画

(4)博 物館が行 う事業の執行状況の承認

(5)博 物館の専任職員及び非常勤職員の採用並びに非常勤職員の職務内容に関わる事項

(6)博 物館が受け入れた所蔵品の確認

(7)寄 贈品 ・寄託資料受け入れの承認

(8)休 館 日及び開館時間変更の承認

(9)そ の他博物館の運営に必要な事項

(委員以外の者の出席)

第4条 委員会が必要と認めた場合は、委員、及び常時陪席者以外の者の出席を求め、意見を聴 くことができるも

のとする。

(委員会の開催)

第5条 委員会は、委員長がこれを招集 して、その議長となる。ただし、委員長が欠けたとき又は委員長に事故が

あるときは、あらか じめ指名された委員が議長を務める。

2委 員会は、定期的に開催されるほか、関連規程が定めている場合、又は委員長が必要 と認めるとき、臨時に開

催される。

(議決)

第6条 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。

2委 員会の議事は出席委員の過半数で決 し、可否同数のときは委員長の決するところによる。

(事務取扱)

第7条 委員会に関する事務は、博物館事務室が取 り扱 う。

(改廃)

第8条 この規程の改廃は、委員会の議を経て全学教授会が行い、理事会の承認を得るものとする。

附 則

この規程 は、2009(平 成21)年4月1日 か ら施行す る。

○東北学院大学研究スタッフに関する規程

(目的)

平成20年4月1日 制定

第1条 この規程は、東北学院大学(以 下、「本学」 という。)が 行 う研究プロジェクト等に、優秀な本学大学院博

士課程後期課程修了者、博士課程後期課程在学者等 を研究スタッフとして参加させ、本学における学術研

究活動に対する支援体制を一層充実 させるとともに、若手研究者の研究遂行能力の育成を図ることを目的

としてい る。
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2こ の規程は、科学研究費補助金による研究、学外諸機関との共同研究及び外部から委託 された受託研究並びに

その他本学が認めた研究プロジェクト等に適用する。
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3本 条第1項 及び第2項 にいう研究プロジェク ト等には、本学全体が行うもののほか、研究科、学部、研究所等

の教育研究部局、及び専任教員が単独で又は共同で行 うものをも含む ものとする。

(研究スタッフの種類)

第2条 研究スタッフは、ポス ト・ドクター(以 下、「PD」 という。)、リサーチ ・アシスタン ト(以 下、「RA」

という。)、及び研究技術員 とする。

2PDと なることがで きる者は、博士課程後期課程を修了 して博士の学位を取得 した者、または博士の学位を取

得 した者に相当する能力を有する者であって、採用時に35歳 未満のものとする。

3RAと なることがで きる者は、本学大学院博士課程後期課程に在籍する者であって、採用時に35歳 未満の もの

とする。

4研 究技術員 となることができる者は、本学の研究プロジェク ト等の研究支援のため、大型機械、特殊機器等の

操作等にかかわる特殊技術又は熟練 した技術 を必要 とする業務に従事する者であって、採用時において35歳 以

上のもの とする。

(研究スタッフの職務)

第3条PDは 、本学が認めた研究プロジェク ト等を遂行する業務 に従事する。

2RAは 、研究プロジェク ト等を行 う部局の長の指示に従って、研究プロジェク ト等の遂行に必要な補助業務 を

行う。

3研 究技術員は、研究プロジェク ト等を行 う部局の長の指示に従 って、研究プロジェク ト等の遂行に必要な補助

業務を行 う。

(採用手続き)

第4条 研究スタッフの採用を希望する部局の長は、研究プロジェク ト等の内容、採用目的等の必要事項を記載 し

た書類等を添付 して、学長に申請する。

2学 長は、大学院委員会の議を経て、RAの 採用の可否を決定する。

3学 長は、部長会での意見交換及び大学院委員会の議 を経て、PD及 び研究技術員の採用の可否を決定 し、理事

会の承認を得る。

4RAを 採用する場合、学長への申請に先立って、当該大学院学生の所属する研究科の研究科委員会の承認を得

ていなければならない。

5本 学専任教員が研究スタッフの採用を希望する場合、当該教員は、研究プロジェク ト等の内容、採用目的等の

必要事項を記載 した書類等を添付 し、所属する部局の長を通 して、学長に採用の申請を行う。

6本 学全体が行う研究プロジェクトの遂行に必要な補助業務 を行う研究スタッフの採用の場合、本条第1項 に定

める 「部局の長」は、大学院委員会副委員長 とする。

7研 究スタッフの採用 に必要な事務手続 き及び提出書類等については、別に定める。

(雇用期間 ・勤務時間等)

第5条 研究スタッフは、本学 との問に、非常勤職員としての雇用契約を締結 しなければならない。

2研 究スタッフの雇用期間は1年 以内 とし、5年 を限度 として更新することができる。

3前 項の規定にかかわらず、科学研究費等の補助金を得て行 う研究プロジェク トの実施のために雇用される研究

スタッフの場合、当該研究プロジェク トの継続期間を限度とする。

4RAの 勤務時間は、大学院学生としての研究に支障がないよう、週20時 間程度を限度 とする。

(給与等)

第6条 研究ス タッフが本学の資金による研究プロジェク ト等の研究補助業務に従事する場合、その給与等は本学

から支弁 されるものとする。

2研 究スタッフが科学研究費等の補助金による研究プロジェク ト等の研究補助業務に従事する場合、その給与等

は、当該研究プロジェク トに対 して交付 される補助金をもって支弁 されなければならない。

3研 究スタッフに対 して支払われる給与等の費目、金額、支払い方法、社会保険等についての詳細は、別に定め

る。

(施設 ・設備の利用)

第7条PD及 び研究技術員は、必要に応 じて、非常勤講師と同様に本学の施設 ・設備を利用することができる。



(知的財産権)

第8条 研究スタッフが参加 して行った研究により生 じた知的財産権については、別に定める知的財産権の取 り扱

いに関する諸規程に従わなければならない。

(並存する規程の許容)

第9条 本学の各部局が科学研究費補助金等の外部か ら得た補助金によって行 う大規模な共同研究プロジェクト等

の研究補助業務に従事する研究スタッフの採用手続 き、処遇等については、大学院委員会及び理事会の承

認を得て、当面の問、それぞれの研究プロジェクトごとに定めることができる。

2本 学大学院各研究科が本学の資金によって行う研究プロジェク トを遂行するための補助業務 に従事するPDに

ついては、当面の問、東北学院大学リサーチ ・アシスタン トに関する規程の中の 「リサーチ ・アシスタント」

を、この規程が定めるPDに 読み替えたうえで、同規程を準用することができる。ただし、同規程第3条 ②及

び④が定める事項については、この規程の定めるところによるものとする。

(身分の喪失)

第10条 研究スタッフが以下の各号 に該当する場合、学長は、当該部局長との協議を経て、雇用契約を解除するこ

とができる。

(1)勤 務状態が不良であって、研究プロジェク トを実施する部局の長が改善勧告を行った後も、改善の見込み

が低いと判断された とき

(2)研 究プロジェクトを実施する部局の長の指導及び指示に従わなかったとき

(3)疾 病等のために業務に適 さないと認められたとき

(4)研 究スタッフが退職を申し出たとき

2前 項 に基づいてPD又 は研究技術員との雇用契約を解除 したとき、学長は、速やかに理事長に報告 し、承認を

得なければならない。

(証明書の発行)

第ll条 研究スタッフには、身分証及び採用又は受入履歴に関する証明書を発行することができる。

2前 項 に定める証明書に記載する呼称は、この規程の第2条 に掲げる当該研究スタッフの名称に 「東北学院大学」

を付 したものとする。ただし、必要に応じて、当該研究プロジェク ト等、研究プロジェク ト等を実施する部局

の名称を括弧書 きで付することができる。

(細則等)

第12条 研究スタッフの職務、採用等、制度の運用に必要な事項のうち、この規程に定めのない ものについては、

細則等を別に定めるものとする。

(改廃)

第13条 この規程の改廃は、大学院委員会が行い、理事会の承認 を得るものとする。

附 則

この規程は、平成20(2008)年4月1日 から施行する。
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大槻磐渓奥書

四季草花絵巷1巷
青翠写
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